
本製品は海外で使用できません
FOR U SE IN JAPAN ONLY

保証書付き （裏表紙）

  

目次
●安全上のご注意························
●設置····································
●各部の名称·準備······················

······················

·
●から焼きをする·························
●使える容器·使えない容器··············

�
　　�

●仕様····································
●保証とアフビス �

　　�
　　�

��
●使い方の説明···························��
●お手入れのしかた·····················

·····················
·

●故障か
　

な？と思ったら

家庭用

電子レンジ

取扱説明書

·本製品をお買い上げいただき、まこ
とにありがとうございます。

·ご使用前、本取扱説明書をよくお読み
のうえ、正しくお使いください。

·ご覧になった後、本取扱説明書は大
切に保管してください。

CF-DA���-WB

��

��
�

��



安全上のご注意 必ずお守りください

お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、安全に
関する内容を記載しています。内容をよく理解して記載事項をお守りください。

■設置する時

吸気口や排気口を
ふさいだり、布やカ
バーをかけて使用
しない

発火や故障の原因になります。

禁止

禁止

禁止

不安定な場所、燃えやすいものの
近くや、本体周囲に熱がこもる環
境で使わない
(P6「設置」参照)

新聞紙など本体の吸排気口をふさぐようなものの上や、
じゅうたん・畳・ビニールシート・樹脂などの上では使わ
ないでください。火災ややけどの原因になります。

設置の際は、アース線を確実に
取り付ける

故障や漏電のときに
感電する原因になります。
※アース取り付けはP6を参照してください。

必ず守る

水のかかる所や湿
気の多い所、また火
気の近くでは使用
しない

感電や漏電の
原因になります。

使用前に梱包材は
全て取り除く

変形・発火・火災の原因になります。
また、取り除いた梱包材は、乳幼児
の手の届くところに置かないでく
ださい。ポリ袋や箱に入り窒息する
原因になります。

必ず守る
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警告

お手入れの際は、電源プラグをコンセントから
抜いて本体が冷めてから行う
感電やけがをすることがあります。

濡れた手で電源プラグの抜き差しをしない
感電やけがの原因になります。

電源は交流100Vで定格15A
以上のコンセントを単独で使う

交流100V以外で使ったり、コンセントを他器
具と併用すると火災・感電の原因になります。

交流100V
15A以上

電源コードを傷つけたり、無理に曲
げたり、引っ張ったり、ねじったり、
たばねたり、重いものをのせたり、
挟み込んだり、加工したりしない

電源コードが破損し、火災・感電の原因になります。

禁止

電源プラグを抜くときは、コードを持たずに必ず
先端の電源プラグを持って引き抜く

プラグを
持って抜く

■電源プラグ・電源コードなどは

プラグを抜く

プラグを抜く

プラグを抜く

異常時（こげくさい臭いがするなど）は、運転を停止して電源プラグを抜く
異常のまま運転を続けると火災・感電の原因になります。運転を停止して
お買い上げの販売店にご相談ください。

長期間使用しないときは、電源プラグをコンセントから抜く
ホコリがたまり発煙、発火の原因になります。

電源プラグの刃、刃の取付面や
コンセントにホコリが付いている
ときは乾いた
布でふき取る

火災の原因になります。

ホコリを
とる

禁止

使用中に電源プラグを抜き差し
しない

火災や感電、故障の
原因になります。

感電やショートして発火する原因になります。

禁止

電源コードや電源プラグが傷んだり、
コンセントの差し込みがゆるいとき
は、使わない

感電・ショート・発火の原因に
なります。

ラ
グ

ラ
グ

電源プラグは、根元まで
確実に差し込む

感電・ショート発火の原因になります。

根元まで
差し込む
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警告

次のものはレンジ加熱のときに注意する

瓶や缶詰

膜や殻のあるもの 生卵やゆで卵

アルミ箔、金属製食器、
金箔等の装飾食器

袋入りの食品

容器が割れてけが、やけどの原
因になります。耐熱容器に入れ
替えてください。

破裂してけが、やけどの原因に
なります。切れ目や割れ目を入
れてください。

破裂してけが、やけどの原因に
なります。ほぐしてから加熱して
ください。

火花が出て発煙、発火の原因に
なります。

破裂してけが、やけどの原因に
なります。袋から取り出して加熱
してください。また、脱酸素剤な
どは、必ず取り出してください。
発煙・発火する恐れがあります。

必ず守る

■加熱時の破裂を防ぐために

脱酸素剤

蓋のある容器

破裂してけが、やけどの原因に
なります。蓋を外してください。

食品や飲料を加熱しすぎない
食品が発煙・発火したり、飲料は突然沸騰して、やけどの原因になります。
少量の加熱時や油脂の多い食品・液体、イモなどの根菜類の加熱には注意してください。禁止

過熱や異常動作による発火、やけどの原因になります。
おしぼりやタオルの温めや衣類の乾燥など調理目的以外の使用はしない

禁止

感電やけが、やけどの原因になります。
子供だけで使ったり、幼児の手の届く所で使わない

禁止

必ず守る

庫内に付着した油や食品カス等は、こまめに掃除する
火花が飛び、発火や発煙の原因になります。食品カス等がたまると発火の原因になります。

3



注意

必ず守る

レンジ加熱したラップを外すときは、ゆっくり外す
蒸気が一気に出て、やけどの原因になります。

禁止

本体が転倒、落下したときは外部に損傷がなくても使用しない
感電や電磁波漏れの恐れがありますので、お買い上げの販売店にご相談ください。

禁止

ドアにぶらさがったりして無理な力をかけたり、物をはさんだまま使用しない
電磁波漏れによる障害が起きることがあります。

水につけたり、水をかけたりしない
ショート・感電の原因になります。水濡れ禁止

禁止

本体の上に物を置かない
熱でこげたり変形する恐れがあります。

禁止

可燃性スプレーを使ったり、燃えやすいものを近くに置かない
引火してやけどや火災の原因になります。

■オーブン・グリル加熱のとき

加熱中や加熱後しばらくは高温の
ため、庫内や本体には触れない

（ドアの取っ手や操作パネルは除く）

食品の出し入れは、ミトンを使う

やけどの原因になり
ます。

禁止 必ず守る
やけどの原因になり
ます。
また、破れたり濡れた
ミトンは使わないで
ください。

調理後の角皿は、本体の上や熱に
弱いものの上に置かない

こげたり、変形する原因になります。

禁止

お手入れは、本体や庫内が冷め
てから行う

必ず守る

やけどの原因になります。
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注意

調理のときのお願い
■オート(自動)加熱のとき

●少量の食品のときは、自動で加熱しない

●加熱が足りないときは、手動加熱を使う

●繰り返し、加熱するときは仕上がり/温度調節ボタンを使い、様子を見ながら加熱する

●記載の材料・分量を守る

禁止

■鎮火しない場合は、水や消火器で消火してください。
■そのまま使用せずに、必ずお買い上げの販売店に点検をご依頼ください。

食品が燃え出したときは、ドアを開けない

【次の処置をしてください】
１．ドアを閉めたまま、「取消」ボタンを押す。
２．電源プラグを抜く。
３．燃えやすいものを本体から遠ざけ、鎮火するのを待つ。

酸素が入り、勢いよく燃えます。

禁止

庫内が、から（食品なし）のまま作動させない
異常高温になり、やけどや発火、故障の原因になります。（オーブン機能でのから焼きを除く）

自動加熱を使うと、もう1度初めから加熱することになり、食品がこげたり、発火することがあります。

庫内が熱い場合は、うまく仕上がらないことがあります。

材料や分量を変えるときは、手動加熱で様子を見ながら加熱してください。

■レンジ加熱のとき
●角皿や金属類は、絶対に使用しない

●根菜などの少量加熱は、必ず浸るぐらいの水を入れる

●オーブン・グリル加熱後はドアを開けて、庫内を十分冷やす

●庫内が、からのまま加熱しない

火花が出て、機器を傷めたり破損することがあります。

少量（100g以下）の加熱は、火花の発生や食品がこげたりして、故障の原因になります。

少量の加熱は、手動で様子を見ながら行ってください。

庫内の熱で加熱しすぎたり、ラップなどが溶けることがあります。

庫内が異常高温になり、故障ややけどの原因になります。

■すべての加熱について
●換気をしながら調理する

●容器など、それぞれの加熱に
　合ったものを使う（P10参照）

煙が多く出る場合があります。

■オーブン・グリル加熱のとき
●ラップやプラスチック容器を使わない

●できあがったら、すぐに庫内から取り出す

●ドアの開閉はすばやく行い、回数を少なくする

溶けたり、発火するため使えません。

余熱で焼きすぎることになります。

庫内の温度が下がり、うまく仕上がらない原因になります。
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設置
●壁や家具などの可燃物から、図のように距離を

離してご使用ください。
●窓ガラスがある場合は、排気口から20cm以上
　離してください。
　（温度差によって割れる場合があります。）
●図のようなすき間があっても、周りを密閉した
　状態にしないでください。
●テレビ・ラジオ・アンテナ線から、3m以上離して
　ください。
　映像が乱れたり雑音が入る恐れがあります。

上面15cm以上

側面
10cm
以上

後面
10cm
以上

アースの取り付け
アースを確実に取り付けてください。故障や漏電のときに感電する恐れがあります。

【アース付きコンセントがある場合】

アース線先端の剥きしろを約30mmに
切断して、アース端子に確実に固定して
ください。

アース専用端子

【アース付きコンセントがない場合】
販売店または電気工事店に、ご相談いただきアース工事（D種接地工事）をしてくだ
さい。

■アース工事（電気工事資格者によるD種接地工事）が必要な場所
●湿気の多い場所

土間、コンクリート床、酒やしょうゆなどの醸造・貯蔵所

●水気のある場所（アースの他に漏電遮断機の設置も必要）
洗い場など水を扱う場所、水滴の飛び散る場所、地下室など結露のおきやすい場所

■アース線を接続できないもの
ガス管、水道管、電話線や避雷針のアースには絶対に接続しないでください。

〔　注　意　〕
●アース線が本体アース端子に確実に取り付けられているか確認してください。
●設置場所の変更や転居の際には、再度アースの取り付けを行ってください。

30mm

片面を開放
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各部の名称

操作面板

アース線
電源プラグ

吸気口

排気口

加熱台

ふさがないで
ください。

ふさがないでください。

【正面】

【背面】

加熱するものは中央に置いてください。

確実に取り付けてください。(P6参照）

ドア

ラッチ

取っ手

ドアを固定します。

〔 庫内上部 〕

ヒーター
汚れないようにして
ください。力を加え
ないでください。

【付属品】
角皿
●オーブンやグリル調理をするときに
　使用します。
●レンジには使用しないでください。
　火花が飛んで使用できません。

電源コード
傷をつけないように
してください。

15A以上のコンセントに
単独で差し込んでください。

庫内灯
ドアを開けたとき
および加熱するとき
点灯します。
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各部の名称

準　備 ●オーブンやグリルを使用するときは角皿をセットしてください。
　調理するものによって上段、または下段にセットします。
●レンジを使用するときは、角皿を使用しないでください。

[上段]

注意
ご使用時には角皿や庫内の汚れや
水分は、よく拭き取ってください。
発煙、発火の恐れがあります。

[下段]

手動メニュー

オートメニュー

時間調整

スタート/
速い調理

とりけし/ ミュート機能

  調理モード/
（レンジ、グリル、オーブン）
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レンジ グリル オーブン

予熱

庫内灯が点灯して、から焼きが始まります。このとき、残り時間が表示されます。

加熱

から焼き完了 ●ブザーが鳴って庫内灯が消えます。（ドアを開閉しないと1分
　ごとにブザーが鳴り、5分後に表示が消えます。）
●約1分間、冷却ファンが回ります。電源プラグを抜かないでく
　ださい。「取消」ボタンを押して完了してください。

※続けて調理を行う場合は、ドアを開けて庫内を十分冷ましてから行ってください。
※連続して、から焼きをしないでください。
※庫内が熱くなっていますので、やけどなどにご注意ください。

2 ドアを開けて電源を入れる

から焼きをする

3
4

1 電源プラグをコンセントに差し込む
必ず15A以上のコンセントに単独で差し込んで
ください。

●初めて使用する前に、庫内の油分やにおいを取り除くために、行ってください。
●煙やにおいが出ますので、窓を開けたり換気扇を回してください。
●煙やにおいに敏感なペットなどは、別の部屋に移してください。

「オーブン」ボタン押して、次に　　を押して200℃に合わせる

を2回押して20分に合わせる

５ を押す

●「0」と表示されることを確認してドアを閉めてください。
●庫内に何もないことを確認してください。

レンジ グリル オーブン

分
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使える容器・使えない容器

ス
ラ
ガ

○使える容器 ×使えない容器

■耐熱性のあるもの

■耐熱性のないもの

急に熱したり冷やさないで
ください。割れる恐れが
あります。

強化ガラス、クリスタルガラス、カッ
トグラスなど

■耐熱性のあるもの

■熱に弱いもの

耐熱温度140℃以上または「電
子レンジ使用可」の表示がある
もの

●ふた部分だけが熱に弱い
　ものがありますので、ご注
　意ください。
●糖分や油分の多い料理は
　高温になり、変形したり、
　溶けたりするため、使えま
　せん。
●時間をかけすぎると変形
　することがあります。

溶けたり、変形するので使用
できません。
※スチロール、メラミン、フェノ
　ール、ユリアなど
※耐熱温度表示100℃以下の
　ポリエチレン

■陶器、磁器

器
磁
陶

他
の
そ

●ただし、絵付け、ヒビ模様、
　金や銀の装飾のあるもの
　は、器を傷めたり、火花を
　おこすので使えません。
●急に熱したり冷やすと割れ
　ることがあります。

■漆器、竹製品、
　木製品、紙

●漆器は塗りがはげたり、ひ
　び割れたり、変色すること
　があり使えません。
●クッキングシートもこげたり、
　燃えたりして使えません。

■アルミ、ステンレス、
　ホーローなどの金属
■アルミホイル

■特殊な形状の容器

■ラップ ただし、糖分や油分などが
多い料理は、高温になり、
溶けるため使えません。

スパークして本体を傷める
ため使えません。
金・銀箔のあるフィルムやテ
ープ、針金の入ったテープ
なども使えません

注ぎ口の細い容器などは、細
い部分が集中的に加熱され
突沸しやすく、やけどの原因
になります。

（耐熱温度140℃未満）

（耐熱温度140℃以上）

レンジ オーブン・グリル

○

×
○

×

容器の種類

○ ×

× ×

ただし、「オーブン・トースター・
グリル使用可」の表示のあるも
のは使えます。

ど
な
器
漆

○ × ただし、耐熱性のある陶磁器
やグラタン皿などは使えます。

× × ただし、オーブンシートは
使用できます。

属
金 ○×

○ ×

急に熱したり冷やさないで
ください。割れる恐れが
あります。

× ×

よく確認して
使ってください
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使い方の説明

使用前の説明

● 始めて電源を入れて「�」が表示され、
ブザー音を鳴らします。電子レンジが
��Hz または��Hz の電源周波数に接続で
きます。機器が自働的に付け電源の周波
数が��Hz または��Hz を判断します。

● 電子レンジの扉を閉めて待機する状態で
� 分間後、表示とバックライトが消え、
�W 待機状態に入ります。状態を� 分以
内に何の操作がなければ、ブザーが� 回
鳴り、待機状態に戻ると設定する場合、
さらに� 分後、�W 待機状態に入ります
。

●「�� 分」、「� 分」、「�� 秒」ボタンを
押して、それぞれ時間の分高位、分低位
、秒高位を調整します。�� 分�� 秒を超
える時間を入力すれば、LCD には分のみ
を表示し、秒を表示しなく、そして「�� 
秒」ボタンは利用できません。調整時間
間隔は�� 分、� 分、�� 秒です。時間調
整ボタンを長押しすると、表示時間が自
動的に増加します。

● 調理が終わり、ブザーが五回鳴り、プロ
グラムは待機状態に戻ります。

レンジ調理

「レンジ」ボタンを一回押して、レン
ジの火力を選択します。同時にレンジ
マークを点灯させ、更に「レンジ」ボ
タンを数回押すと、以下の通り順次に
表示されます。
��Hz 時：「���W」、「���W」.

�

�
�

��Hz 時：「�� W」、「 」、
「 」

「�� 分」、「� 分」、「�� 秒」ボタン
を押して調理時間を調整します。

「スタート」を押して調理を開始しま
す。

ご注意

一番長い調理時間は��Hz で�� 分
、��Hz で�� 分です。
調理設定中、「とりけし」ボタン
を押すか、� 分以内に操作しない
場合、設定状態から退出します。

バーベキュー調理

待機状態で、直接「グリル」ボタンを
押し、LCD に「� 秒」が表示されます
。

「�� 分」、「� 分」、「�� 秒」ボタン
を押して、調理時間を入力し、最大�� 
分のグリル時間を設定できます。

「スタート」ボタンを押してグリル調
理を開始します。

�

�

�
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使い方の説明

オーブン調理（予熱あり）
�

�

�

「オーブン」ボタンを� 回押すと、LCD 
に「���℃」が表示され、予熱とオーブ
ンマークが点灯します。

「-」「+」ボタンを押して必要な温度
を調整します。範囲は���-���℃で、
��℃ずつ調整できます。

「スタート」を押して予熱を開始しま
す。
予熱温度に達するとブザーが� 回鳴り
、表示画面が点滅して予熱温度を表示
し、予熱マーク、オーブン位置の三角
形のマークが点滅し、扉を開けて食べ
物を入れて調理するようユーザーに喚
起します。扉を開けて食べ物を入れて
から扉を閉めます。

「�� 分」、「� 分」、「�� 秒」ボタン
を押し、調理時間を調整します。（最
大の調理時間は�� 分間です）

「スタート」を押して調理を開始しま
す。

�

オーブン調理（予熱なし）

「オーブン」ボタンを� 回押すと、LCD 
に「���℃」が表示され、予熱とオーブ
ンマークが点灯します。

�

�

�

�

�

「-」「+」ボタンを押して必要な温度
を調整します。範囲は���-���℃で、
��℃ずつ調整できます。

「�� 分」、「� 分」、「�� 秒」ボタン
を押し、調理時間を調整します。（最
大の調理時間は�� 分間です）

「スタート」を押して調理を開始しま
す。
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手動メニューリスト
名称 显示 分量 時間（min）

ご注意：分量は調整できません。

温め
（快速調理）

冷凍食品の温め
（快速調理）

お弁当

牛乳

お酒

全体の解凍

トースト

使い方の説明

13



使い方の説明

快速調理

待機状態で、直接「スタート」ボタン
を何度も押して、LCD に順次に点滅し
、「�-�、�-�、�-�、�-�」と表示され
ます。順次に温め（�-�、�-�）または
冷凍食品の温め（�-�、�-�）を選択し
ます。

「-」「+」ボタンを押して必要な調理
時間を調整します。�� 秒以内に何の操
作がなければ、自動的に調理を開始し
ます。

�

お弁当

待機状態で、直接「お弁当」ボタンを
押し、レンジマーク、自動マークと強
さマークが点灯し、LCD に「�-�、�-�
」と表示されます。

「-」「+」ボタンを押して強さを調整
します                    （必要な調理時間）。

「スタート」を押して調理します。カ
ウントダウンを開始します。

�

�
�

�

牛乳·お酒

待機状態で、直接「牛乳·お酒」ボタ
ンを何度も押すと、LCD が順次に点滅
し、「�-�、�-�、�-�、�-�」と表示さ

�

全体の解凍

待機状態で、直接「解凍」ボタンを何
度も押し、LCD が順次に点滅し、「�-�
、�-�、�-�」と表示されます。

「-」「+」ボタンを押して強さを調整
します                    （必要な調理時間）。

「スタート」を押して調理します。カ
ウントダウンを開始します。

�

�
�

�
�

トースト
トースト
�枚/�枚待機状態で、直接「                    」ボタン

を何度も押し、LCD が順次に点滅し、
「�-�、�-�」と表示されます。

「-」「+」ボタンを押して強さを調整
します                     （必要な調理時間）。

「スタート」を押して調理します。カ
ウントダウンを開始します。

�

�
�

れます。順次に牛乳の温め（�-�、�-�
）またはお酒の温め（�-�、�-�）を選
択します。

「-」「+」ボタンを押して強さを調整
します                    （必要な調理時間）。

「スタート」を押して調理します。カ
ウントダウンを開始します。

14



名称

オートメニューリスト
显示 分量 時間（min）

揚げ物の温め

コーヒー

半解凍

野菜を茹でる

根菜を茹でる

家庭料理の温め

使い方の説明

�
オートメニューの使い方

待機状態で、直接「オートメニュー」ボタ
ンを何度も押し、自動的に揚げ物の温め「
�-�、�-�、�-�」、コーヒー（�-�、�-�）、
半解凍（�-�,、�-�、�-�）、家庭料理の温め
（��-�、��-�、��-�）、野菜を茹でる（
��-�、��-�、��-�）、根菜を茹でる（��-�
、��-�）という機能を選択します。

揚げ物の温め

待機状態で、直接「オートメニュー」
ボタンを１～� 回押し、LCD が順次に
点滅し、「�-�、�-�、�-�」と表示され
ます。

�

「スタート」を押して調理します。カ
ウントダウンを開始します。

野菜

待機状態で、直接「オートメニュー」
ボタンを何度も押し、「��-�、��-�、
��-�」（野菜を茹でる）、「��-�、
��-�」（根菜を茹でる）を選択します
。

�
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ご注意
オートメニューでは時間を調整で
きません。

ご注意

１．ミュートの場合、パワーダウ
ンは記憶があります。

２．ミュートモードに入ると、調
理終了の音もキャンセルされ
ます。

「スタート」を押して調理します。カ
ウントダウンを開始します。�

使い方の説明

チャイルドロック機能

ロック：
待機状態で、直接「とりけし」ボタン
（先に押す）と「スタート」ボタンを
押し、ビーと長く鳴るとチャイルドロ
ック状態に入り、LCD に          が表示さ
れます。

ロックの解除：
ロック時に「とりけし」ボタンと「ス
タート」ボタンを押し、ビーと長く鳴
るとロックが解除され、チャイルドロ
ックマークが消えます。

�

�

ミュート機能

ミュート：
待機状態で、直接「とりけし」ボタン
を３秒押し、LCD を点灯させて「OFF
」と� 回表示される同時にブザーが鳴
らないと、消音状態に入ります。

起動：
待機状態で、直接「とりけし」ボタン
を３秒押し、LCD を点灯させて「On」
と� 回表示される同時にブザーが鳴る
と、ボタンの音を起動します。

�

�
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お手入れのしかた
1 電源プラグをコンセントから抜く

警告 お手入れは、本体が十分冷えたことを確認してから
行ってください。

2 お手入れをする

●本体外側やドアは台所用中性洗剤を含ませた
　ふきんなどで汚れをふき取った後、固くしぼった
　ふきんで洗剤分をふき取ってください。
●吸気口についたホコリなどは、掃除機や乾いた
　布などで定期的に取り除いてください。

庫内・ドアの内側
●調理中にこぼれた汁や飛び散った油・食品カス
　などは、早めにふき取ってください。
　汚れたまま使用すると、こげ付いて取れにくく
　なったり、発煙・発火する原因になります。
●汚れは台所用中性洗剤を含ませたふきんなど
　で汚れをふき取った後、固くしぼったふきんで
　洗剤分をふき取ってください。

本体・ドア

お手入れにはシンナー・クレンザー・金属たわしなどは
使わないでください。
変色・変質・劣化などの原因になります。注意

●電源プラグの刃、刃の取付面やコンセントに
　ホコリが付いているときは、乾いた布でふき
　取ってください。

電源プラグ

使用禁止!!

加熱台・角皿
●加熱台はご使用ごとに、ふきんなどで汚れを
　拭き取ってください。
●角皿はご使用ごとにスポンジなどで洗い、水分
　を拭き取り、よく乾かしてください。
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故障かな?と思ったら
修理を依頼される前に、次の点をお調べください。

こんなとき ご確認ください

動かない

●電源プラグが抜けていませんか。
　→しっかりと電源プラグを差し込んでください。
●配電盤のブレーカーが切れていませんか。
　→お使いの電気製品を確認して、容量内でお使いください。
●停電していませんか。
●調理中にドアを開閉しませんでしたか。
　→スタートボタンを押すか、または再度設定してください。

何も表示していない ●ドアを閉めてしばらくすると自動的に電源が切れます。（オートオフ機能）
　→ドアを開閉して、「0」表示がでたら操作してください。

火花がでる（レンジ調理）

●金属容器やアルミホイル、金粉や銀粉などの飾りのある容器などを使っ
　ていませんか。
　→使用できる容器に変えてください。（P10参照）
●庫内が汚れていませんか。
　→お手入れしてください。（P30参照）

操作ボタンを押しても
反応しない

●表示部が「0」を表示していますか。
　→ドアを開閉して、「0」表示がでたら操作してください。

スタートボタンを押し
ても加熱しない

●ドアが完全に閉まっていますか。
　→ドアを確実に閉めてください。
●メニューを選びましたか。
●出力、時間などの設定は行いましたか。

すぐに加熱が止まる
●庫内が熱くなっていませんか。
　→庫内が熱いときは、温度センサーが働き加熱を停止することが
　　あります。ドアを開けて庫内を冷ましてから加熱してください。

ドアがくもり水滴が落ちる ●食品の水分が水蒸気となったものです。ふき取ってください。

操作音・終了ブザーが
鳴らない

●消音モードになっていませんか。
　→消音モードを解除してください。(P33参照)

操作ボタンを押しても
反応しない

●チャイルドロックが設定されていませんか？（表示部に　　    が表示）
　→チャイルドロックを解除してください。（P33参照）

煙がでたり、
いやなにおいがする

●ご購入後にから焼をしましたか。（P9参照）
●庫内やドアに、調理物のカスや油などが付着していませんか。
　→ふき取ってください。

操作ボタンを押しても
反応しない

●表示部が「0」を表示していませんか。
　→ドアを開閉して、「0」表示がでたら操作してください。

加熱中にヒーターが
ついたり消えたりする ●メニューによってヒーターの制御をしています。故障ではありません。

●レンジの出力を切り換えたり、スイッチの切り換え音、部品を冷却する
　ファンの音です。故障ではありません。
●加熱中の「ボコン」と鳴ったり、きしみ音は、高温のために庫内壁面が
　膨張する音です。故障ではありません。

音がする
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故障かな?と思ったら
こんな表示がでたら

～
●機器が故障している場合があります。
　→ご使用を中止して、電源プラグをコンセントから抜き、お買い
　　上げの販売店、またはお客様ご相談窓口にご相談ください。

※それぞれの確認や処置をしても異常がなおらなかったり、原因がわからない
　ときは、電源プラグをコンセントから抜き、お買い上げの販売店へご連絡くだ
　さい。

点検 電源コード、電源プラグはときどき点検を行ってくださ い。

１．延長コードを使用していませんか。
　→コードは長くするほど抵抗が大きくなり発熱します。
２．同じコンセントで他の電気製品を使っていませんか。
　→コンセントの容量いっぱいで使用すると発熱する原因になります。
３．電源コードに傷があったり、異常に柔らかい部分がありませんか。
　→電源プラグ付近のコードは、抜き差しの回数が多かったり電源プラグをもたずに抜いたりして
　　負荷をかけると内部で断線することがあり発熱します。
４．電源プラグが変形したり、変色、汚れが付着していませんか。
　→コンセントとの接触不良で発熱する原因になります。
５．別のコンセントでも熱くなりますか。
　→別のコンセントで症状がでない場合は、使っていたコンセントを確認してください。
　　差し込みがゆるくなっていると熱くなる原因になります。　　

※電源コードやプラグに異常があるときは修理をご依頼ください。
●電源プラグやコードが手で持てないくらい熱くなり、異常と感じたときは、次のことをご確認ください。

●運転中、電源コードを動かすと電源が切れるときは、お買い上げの販売店にご相談ください。

19



モデル

定格電圧

定格周波数

外形寸法（約）

庫内有効寸法（約）

製品重量（約）

電源コード長さ（約）

消費電力

高出力

発振周波数

消費電力

高出力

消費電力

カテゴリー名

電子レンジ機能の年間消費電力量

オーブン機能の年間消費電力量

年間待機時消費電力量

年間消費電力量

添付

CF-DA���-WB

AC ���V

��/��Hz

幅���x 奥行���x 高さ���mm

幅���x 奥行���x 高さ���mm

��.�kg（角皿が含まれる）

�.� メートル

���W/����W

���W/���W

���� MHz

����W

���℃

� �W

B

��.� kWh/年 (��/�� Hz)

��.� kWh/年 (��/�� Hz)

�.� kWh/年 (��/�� Hz)

��.� kWh/年 (��/�� Hz)

角皿（１個）

電子レンジ

オーブン

グリル

��.仕様

※�.庫内容積はJIS 規格に基づいて算出された容量です。
※２.カテゴリー名は家庭用品品質表示法および省エネ法に基づき、機能/加熱方式/庫内

容積によって分けられます。
※３. 年間消費電力量は省エネ法·特定機器「電子レンジ」測定法で測定した数値で。

実際にお使いになるときの年間消費電力量は周囲環境、使用回数、使用時間、食
品の量によって変化します。電源プラグをコンセントに差し込みましたが、表示
パネルが消灯(待機)した場合の電力消費量は�W です。

※本製品は海外で使用できません。
※仕様が変更になる場合、別途お知らせはございませんので、ご了承ください。
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● 必ずお読みください。
■ 保証書

■ 保証期間

■ 保証期間外の修理

■ 補修用性能部品の保有期間について

■ アフターサービスについて

��.保証とアフターサービス

お買い上げの際に、必ずディーラーから所定事項を記載した保証書を入手してくだ
さい。
保証書がない場合、無料修理保証期間中でも費用がかかる場合がありますので、大
切に保管してください。

保証期間はお買い上げ日から� 年間です。
保証期間中、故障が発生した場合、保証規定に従って修理いたします。

ディーラーにご相談ください。
修理により製品の機能を維持することが可能であれば、ご要望に応じて有償で修理
させていただきます。

何か問題があれば、ディーラーにご相談ください。

当社は、本製品の補修用性能部品を製造打ち切り後� 年保有しています。性能部品
は製品の機能を維持するための部品です。
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料理日记
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電子レンジ
CF-DA���-WB
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